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OCP とコラーゲンを複合化し形態付与した OCP/Collagen 複合体 (OCP/CoI)は， OCP 単独より優れた
骨再生能示すとともに生理的骨改造が期待できる。骨欠損部における OCP/Col の骨再生能は確認され
ているが， OCP/Col を埋入した組織下に後続永久歯が存在していた場合，その萌出と OCP/Col との関
係については解明されていない。そこで本研究では後続永久歯直上に OCP/Col 埋入下での萌出動態お
よび周囲骨を X 線学的，組織学的に検討を加え， OCP/Col が後続永久歯の萌出にあたえる影響を検討し
OCP/Col が後続永久歯上に存在する骨欠損部に適用可能かどうか検討することを目的とした。 【材料
および方法】粒子径 300"-' 500μm 人工合成 OCP とブタ皮膚由来コラーゲン溶液を複合化し 9mm 径
X 1mm 厚のデ、ィスク状 OCP/Col を作製した。対照試料は β リン酸三カルシウム 0・TCP) とした。乳
歯列期のビーグル幼犬 (2 か月齢，♂，体重 4kg) の下顎左側第 2 ・ 3 乳臼歯の抜歯嵩骨欠損部に対し
OCP/Col 埋入， ß-TCP 埋入，および抜歯単独の 3 群を作製，反対側を生理的交換群とした。未萌出の
後続永久歯萌出確認のため定期的に口腔内 X線写真を撮影し術後 17 週で経過観察終了とした。【結果]
OCP/Col 群において後続永久歯の萌出障害は認められず， ß-TCP 群の一部に後続永久歯の埋伏と萌出遅
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以上の事から本論文は OCP/Col と後続永久歯の萌出との関係を明らかにする事により OCP/Col の臨
床での応用範囲を拡大し医療の向上に寄与できるものだと考えられた。この事から本論文は博士(歯学)
の学位授与に十分値するものと判断する。
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